
    

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル 

 

寄
居 

水
天
宮
祭
り
（
８
月
７
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

天 

谷 

範 

夫 
 

８
月
７
日 

熊
谷
駅
に
は
、
私
と
有
村
さ
ん
２

名
。
時
期
的
に
暑
い
し
、
お
孫
さ
ん
達
も
夏
休
み

だ
し
、
時
間
的
に
も
夕
刻
な
の
で
参
加
し
づ
ら
か

っ
た
か
な
と
、
多
少
反
省
し
つ
つ
。
だ
け
ど
お
祭

り
は
、
見
た
い
の
で
、
欄
外
計
画
に
入
れ
て
あ
り

ま
す
。 

寄
居
駅
に
、
４
時
半
ご
ろ
着
き
、
荒
川
河
川
敷
（
玉

淀
）
に
向
か
い
ま
す
。
川
手
前
を
東
に
行
き
、
水

天
宮
に
お
参
り
し
た
い
の
で
す
が
、
神
社
本
殿
前

に
お
神
輿
が
置
か
れ
周
辺
に
は
祭
袢
纏
の
氏
子
た

ち
で
中
に
入
れ
そ
う
に
な
い
の
で
、
外
か
ら
様
子

を
見
る
の
み
。
道
の
反
対
側
の
、
荒
川
に
降
り
る

途
中
に
元
々
の
水
神
様
が
有
り
、
こ
ち
ら
を
参
拝

す
る
。
元
来
た
道
に
戻
り
河
川
敷
に
向
か
う
。
既

に
い
い
場
所
は
シ
ー
ト
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

少
し
上
の
露
店
の
後
ろ
側
に
場
所
を
取
り
見
物
。

実
行
委
員
会
の
挨
拶
な
ど
に
続
き
上
田
知
事
（
本

人
）
の
挨
拶
が
有
り
、
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち

に
、
う
す
暗
く
な
り
提
灯
に
灯
が
と
も
り
、
花
火

が
打
ち
上
が
り
始
ま
り
、
一
段
と
華
や
か
な
風
情

で
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
暗
く
な
っ
た
頃
に
バ
ッ

テ
リ
ー
切
れ
で
、
夜
景
が
撮
れ
ま
せ
ん
。 

 
 
 

写
真
・
文
責
：
天
谷
範
夫 

★
寄
居
玉
淀
水
天
宮
祭 

県
指
定
名
勝
玉
淀
の
下
流
で
発
見
さ
れ
た
水
神

様
を
水
天
宮
と
し
て
改
め
、
水
難
よ
け
や
安
産
、

子
育
て
な
ど
を
祈
願
し
て
昭
和
６
年
に
始
め
ら
れ

ま
し
た
。 

寄
居
玉
淀
水
天
宮
祭
の
付
け
祭
り
と
し

て
行
わ
れ
る
花
火
大
会
と
舟
山
車
の
競
演
は
「
関

東
一
の
水
祭
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
12

年
実
施
の
21
世
紀
に
伝
え
た
い
寄
居
景
観
ベ
ス
ト

10
の
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

                  

                                 

発行責任者 
岡村昭則 

 
郷
土
の
会
だ
よ
り 

発行責任者 
岡村昭則 
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専
科
一
期
郷
土
を
知
る
コ
ー
ス
卒
業
生
の
専
科
一

期
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
野
村
侃
滋
部
長
が
、
２１
期
生
ふ
る

さ
と
伝
承
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
と
し
て
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
健
康
づ
く
り
コ
ー
ス
と
、
ま
ち
づ
く
り

コ
ー
ス
の
卒
業
生
５
名
も
参
加
し
ま
し
た
。
全
体
の
参

加
者
は
二
十
四
名
で
し
た
。 

 

そ
の
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
の
岡
村
が
編
集
ア
シ

ス
タ
ン
ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

●
今
年
の
講
習
会
の
特
徴
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
ソ

フ
ト
「
マ
イ
ク
ロ
シ
ェ
ア
ポ
イ
ン
ト
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
」

導
入
２
年
目
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
よ
り
は
講
師
も
余

裕
が
あ
り
、
受
講
生
も
レ
ベ
ル
の
高
い
人
が
多
く
、
三

日
目
に
は
受
講
生
全
員
が
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
み
ん
な
の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の

進
歩
に
講
師
陣
も
満
足
し
て
い
ま
し
た
。 

              

                                 

専
科
第
一
期
校
友
会
第
三
回
理
事
会
開
催
！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
８
月
２０
日
） 

 

出
席
者 

田
中
、
北
氏
、
大
阿
久
、
相
場
、
吉
野
、
斉
藤 

 
 

小
林
、
安
藤
、
天
谷
、
松
野
、
岡
村
の
１１
名
の 

理
事 

 

ま
ず
は
、
田
中
校
友
会
会
長
の
盛
り
沢
山
の
議
題
の
説

明
か
ら
入
り
、
順
番
に
議
事
進
行
と
な
り
ま
し
た
。 

●
県
連
協
事
業
関
係
報
告 

一
、
第
一
回
公
開
学
習
７
月
９
日
南
浦
和
文
化
セ
ン
タ
ー 

二
、
社
交
ダ
ン
ス
の
集
い
１０
月
８
日
上
尾
運
動
公
園
体
育
館 

三
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
１０
月
２０
日
上
尾
運
動
公
園 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等
事
業
案
内 

●
伊
奈
連
協
事
業
関
係
報
告 

一
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

9
月
10
日
専
科
一
期
か

ら
小
金
沢
、
大
阿
久
さ
ん
等
３
名
参
加
。
取
材
兼
務
。 

二
、
親
睦
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
北
氏
さ
ん
参
加
。
取
材
兼
務
。 

三
、
合
同
研
修
会
１１
月
２６
日
一
定
の
単
独
の
役
割
分
担

あ
り
。 

 
 

午
前
十
時
か
ら
の
各
期
集
会
は
、
手
話
ダ
ン
ス
、
太

極
拳
の
演
技
と
み
な
さ
ん
へ
の
指
導
を
中
心
に
行
い
、

後
は
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
等
を
行
う
。 

四
、
学
園
祭
の
三
日
目
は
卒
業
生
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い

る
が
、
実
は
伊
奈
学
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
合
同
発

表
会
で
あ
る
。
そ
の
た
め
じ
支
援
人
員
要
請
あ
り
。 

●
い
き
が
い
大
学
伊
奈
学
園
広
報
ご
案
内 

第
四
回
江
戸
里
神
楽
公
演
１２
月
３
日
南
浦
和
文
化
セ

ン
タ
ー
。
こ
の
日
は
在
学
生
が
公
開
学
習
の
た
め
卒
業
生

に
昼
公
演
を
お
願
い
し
た
い
と
の
参
加
要
請
あ
り
。
昼
・

夜
公
演
と
も
入
場
料
金
千
円
。 

●
そ
の
他
、
次
年
度
の
役
員
や
総
会
の
こ
と
に
つ
い
て
の

話
が
で
た
。 

●
第
一
回
校
友
会
交
流
会
（
８
月
２５
日
）
は
５８
名
参
加
。 

 

当
日
各
コ
ー
ス
理
事
が
受
付
と
会
費
徴
収
を
行
い
ま
す
。 

 

席
は
コ
ー
ス
別
に
す
る
予
定
で
す
。 

伊
奈
い
き
が
い
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
・
平
成
二
十
二
年
度

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
講
習
会
が
（
八
月
十
一
、
十
八
、
十

九
日
）
三
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

（２） 平成２２年８月２６日          郷土の会だより               第１４号 



専
科
一
期
校
友
会 

第
一
回
交
流
会
は
盛
大
に
開
催
！ 

 

八
月
二
十
五
日
、
専
科
卒
業
後
、
初
め
て
の
交
流
会

が
、
さ
い
た
ま
新
都
心
の
「
ラ
フ
レ
さ
い
た
ま
」
の
１

５
階
に
あ
る
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
レ
ガ
ー
ロ
」

で
開
か
れ
ま
し
た
。
卒
業
後
、
五
十
七
名
が
２
年
生
に

入
学
し
ま
し
た
が
、
全
員
が
専
科
一
期
校
友
会
に
加
入

さ
れ
校
友
会
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

校
友
会
活
動
の
一
環
と
し
て
、
初
め
て
の
交
流
会
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
、
健
康
づ
く
り
コ
ー
ス
参
加
者
二
十
名
、

ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス
十
九
名
、
郷
土
を
知
る
コ
ー
ス
十

七
名
（
田
中
、
安
藤
、
相
沢
、
有
村
、
岡
田
、
北
氏
、

岡
村
、
大
阿
久
、
松
野
、
吉
野
、
森
田
、
宮
島
、
橋
本
、

本
郷
、
八
千
代
、
小
林
、
吉
田
）
全
体
で
五
十
六
名
の

方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。
初
め
て
顔
合
わ
せ
る
人
た
ち

も
多
く
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
久
し
ぶ
り
に
声
を
掛
け
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

料
理
が
出
揃
う
ま
で
の
時
間
を
利
用
し
て
、
ま
ず
は

田
中
校
友
会
会
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
校
友
会
活
動
の

経
過
報
告
、
伊
奈
連
協
や
県
連
協
報
告
等
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
料
理
が
出
揃
っ
た
の
で
説
明
を

早
く
切
り
上
げ
て
と
の
声
も
あ
り
、
早
々
に
切
り
上
げ

て
食
事
会
と
な
り
ま
し
た
。 

北
氏
総
務
部
長
の
音
頭
で
「
皆
さ
ん
が
元
気
に
お
会

い
で
き
た
こ
と
の
感
謝
と
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
を
祈
念

し
て
」
乾
杯
と
な
り
ま
し
た
。
料
理
は
バ
イ
キ
ン
グ
で

季
節
ご
と
の
料
理
、
フ
ル
ー
ツ
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
約
三

十
種
類
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
そ
れ

ぞ
れ
が
自
分
の
好
き
な
も
の
か
ら
取
っ
て
来
て
は
食
べ

て
、
何
回
と
な
く
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
飲

み
物
も
ビ
ー
ル
以
外
は
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
な
の
で
自
分

好
み
物
が
選
べ
ま
し
た
。
デ
ザ
ー
ト
も
小
さ
い
な
が
ら

最
後
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
花
を
添
え

て
く
れ
た
の
が
、
新
宿
の
ビ
ル
群
や
富
士
山
ま
で
一
望

で
き
た
景
色
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

最
後
に
塙
副
会
長
の
一
本
締
め
で
交
流
会
を
閉
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
猛
暑
の
中
、
ご
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

交
流
会
終
了
後
、
皆
さ
ん
二
次
会
へ
と
誘
い
合
っ
て

猛
暑
の
街
中
へ
行
き
ま
し
た
。
郷
土
の
会
で
は
安
藤
、

岡
田
、
北
氏
、
有
村
、
相
沢
、
小
林
、
岡
村
の
七
名
で

駅
前
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。 
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